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1.はじめに

田代(1994)は，四国秘と帯白亜系に産出する

二枚貝化石群を，南方の要素を示すテチス型動

物群と，北方の要素を示すテチス北方型動槻平

に分けることができるとしている.両群集は，

CucuDaea)lゐlI10bearcaなど数属を除き属構成

i議貢似するが，種構成は異なる.このことから，

両群集の形成は同一地理区におけるものである

とし田代(1985，198ωは，北方と南方の白亜系

が元来別々の地域で堆積し，その後の巨大な横

ずれ島庁層により移動したことによるものとし，

松川ら(1987)は，異なる二つの海流の影響を受

けたと角朝央している.

物部川層群羽ノ浦層は，多様な二枚貝化石が

産出する.この地区の化石はテチス北方型動物

群であるとされてきたしかし最近，この場所

では，テチス北方型動物群とは異なる化石も産

出することが明らかになってきた.

化石が含まれる物部川層翻ヨノ浦層の堆積環

境を明らかにすることで，産出する二枚貝化石

群集の形成要因を明らかにし，その環境の復元

した.

2.地質概要

四園地方の秘ミ累帯は，東西にのびる帯状を

なして分布する.陸棚堆積相白亜系は，先白亜

系に挟まれて東西方向に分布する.徳島市の南

西約20kmの勝浦川盆地はこの浅海相の下部白
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亜系が分布する.

勝浦郡勝浦町の下部白亜系に属する物部川層

群は，汽水デルタ~浅海の堆稼働で構成され，

海進一海退と呼応したデルタの前進・後退に特

餅句な堆積サイクルを有し，立JII(H卸値rivian)，

羽ノ浦(Barremian)，上勝ιowerAp国 n)，傍

示(UpperAptian) ，藤)I1(Ap国n)の5層に図示

される(香西，2008).羽ノ浦層は，連続層序が

よく観察できる上勝町月ヶ谷~柳谷林道沿いの

ルートでは，石灰岩の角磯を伴うチャート円磯

岩に始まり，ヰ弓子な層理の発達した海成浅海相

~泥質昭治層を経て，石灰質砂岩とチャート問

機岩を挟在し，黒色泥岩に至る，厚さ 260mの

地層から構成されるとしている. (石田ほか，

1992，1996) 

3.堆積相および遠出化石

勝浦川盆地の羽ノ浦層は，東西に向斜軸をも

って摺曲しており，その南縁とオ織がみられる.

南縁層は下位から，磯を含んだトラフ型斜交

層理中粒砂宕，淘汰の良い鞘王葉理または低角

の斜交層理を示す癒着した締旅立砂~脳同宣砂，

生痕化石が豊富な淘汰の良い平作葉理または

HCS極締地砂清からなる.植物片を多く含み，

二枚員化石が多く産出する.下部外浜~内側陸

棚の堆積環境が推定され， 2度の堆積サイクノレ

がみられ，小規摸な海進・海退を繰り返してい

る.南縁層にみられる非石灰質砂岩中には，植
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物片がたくさん含まれる。これは，陸域の堆積

物を示唆し， r可川の影響を強く受けた場所で堆

積したと考えられる.

南鰯曹には，連続しない石灰質砂岩層がみら

れる.淘汰の良い細粒~相敵陣砂岩~泥岩から

なり，生物擾乱や磨耗の少ないウニ，ウミユリ，

六放サンゴ，ゴカイの棲管，二枚貝の化石を含

む.これらは，群体サンゴのある場所に生息し

ていたと考えられる，石灰質砂岩，石灰質泥岩

中の石灰質分は，堆積特に同時に含まれた生物

起源のものと考えられる.

北縁層は下位から，細磯を多く含んだトラフ

型斜交層理中粒砂岩，淘汰の良い鞘王葉理また

は低角の斜交層理を示す捺倒笠砂~極細胞砂，泥

岩からなる.上部外浜~下部外浜~内側陸棚環

境が推定される.(斉藤，1988，1989)北縁層は，

磯層が発達しており，南鰯雷より浅い環境を示

している.

非石灰質研ノ猪~泥岩層から産出する二枚貝化

石は，Panopea prica臼'7Nanonavis yokoyamaj 

pぉrineDashinoharaiなどで、ある.多量に産出

し，また合弁のものも多い.石灰質砂岩層から

産出する二枚貝化石は，Neithea ata.va7 

CucDaea obhqua抱 PterineDashinoharai 

Pterotorigoni.注poci.lhら'I71llSなどである.離弁で

産出されることが多いが，磨耗は少なく形をと

どめたものが多い.

4.二枚貝化石君擦の比較

産出される二枚貝化石を阿南市羽ノ浦地区

の物部JI/層群羽ノ浦層に産出する二枚貝化石と

比較をした.

非石灰質形猪~泥岩層から産出する化石は，

羽ノ浦地区のものと同じ種が産出する傾向があ

り，田代(1994)の「テチス北方型動槻学Jとさ

れるものが多い.石灰質砂岩層から産出するも

のは，羽ノ浦地区のものとは異なっているもの

もあり，田代(1994)の「テチス型動物群Jとさ

れるものが多い. しかし，種の多くは，非石灰

質層と石灰質層の両方に産出することもあり，

明確に区分することはできない.

5.議論

非石灰質層から産出するA化石群集はテチス

北方型動物群のとされるものが多く，石灰質層

から産出するB化石群集はテチス型動物群を構

成する種が多い.A君特長は，河J!rの影響のある

地域で生息しており， s群集は，同地域の一部

に存在した，河川|の影響の少ない，比較的水温

の高い浅瀬に生息していたものであると考えら

れる.しかし，それぞれの群集は海移していて，

厳密に区分はできない.

6. まとめ

勝浦川盆地の物部川層君羽ヨノ浦層のA群集と

B群集の形成要因は「地域的環境変化による群

集の変化」と考えられ，これまで、いわれてきた

「横ずれj を形成要因とする角献とは大きく異

なる.従来対立した群集であると考えられてい

た fテチス型動物群Jと「テチス北方型動槻わ

を今後再検討する必要がある.また，今回

Barremianにおける化石群集におけるこの結

果を受けて，Aptianにおいても再検討する必要

がある.
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